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エフタの娘とイフィゲニア
一層の手でいけにえにされた口達一
宮　澤　邦　子
　こう並べてもイフィゲニアはともかく、エフタ
の娘はC．存知ない方が多いのではないだろうか。
英文学を専攻された方だとシェイクスピアの戯曲
「ハムレット」の中で、ハムレットが恋人のオフエ
リアをエフタの娘になぞらえるところがあるのを
記憶しておられるかもしれない。私がエフタの娘
を改めて見直したのは、フィリス・トリプルの「恐
怖の書」を読んだ時からで、「ハムレット」を勉
強していた段階では戦いに勝って帰宅した父をタ
ンブリンを叩きながら出迎えた場景ぐらいしか頭
に残らなかったのである。見たくない物は切り捨
てるという法則に従ったのか、出迎えた後この娘
を見舞った恐ろしい運命は心に残らなかったのだ。
なんという迂かつなことであろうか。
　彼女は旧約聖書、士内記の十一章に登場する。
よくあることだが固有の名前で呼ばれる事もなく、
イスラエルの士師（裁判官とも訳せるが、裁判だ
けでなく外敵と戦う際の民族的指導者であったら
しい）エフタの一人娘としてだけ描かれている。
そのエフタはアンモン人という部族が攻めて来た
時にイスラエルの民の大将になってくれるように
と依頼される。これを引き受けたエフタは攻めて
来た（実は住んでいた土地をイスラエルに奪われ
たためにこれを取り返しに来た）アンモン人と先
ず外交交渉を行なって紛争を収拾しようとするq
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しかしこれがうまくいかなかったので武力に訴え
る事になるのだが、戦いを始める前に「主に誓願
を立てる」。「」のように訳されているが、実
は一種の取り引きをするのである。もし私が戦い
に勝ったら、家に帰った時に真っ先に戸口から出
てきて私を迎えるものを旙祭として捧げましょう
というのである。私を出迎えるものと言った時に
エフタが何を考えていたのか、飼っていた動物で
でもあったのかテキストは何も語らない。
　だがエフタを出迎えたのは「鼓を持ち舞い踊り
ながら」出て来た娘であった。当然エフタは嘆く
のだがその嘆き方たるやまことに身勝手である。
「ああ娘よ、あなたは全く私を打ちのめした、私
を悩ますものとなった。」翻訳のせいかもしれない
が、これでは娘はたまったものではない。どう見
てもこれはエフタの勝手な取り引きの結果なので
あって娘の与り知らぬ事なのだから。それなのに
まるで娘が災難の原因ででもあるかのように言っ
て「我が身の不幸」を嘆くのである。
　だが娘はこれに対してまことに従順であった。
「あなたが主に誓われたのだから、あなたが言わ
れた通りにしてください」と言っていけにえとし
て焼かれることを受け入れる。彼女が嘆くのはた
だ自分が処女であることだけである。子孫を残さ
ずに死ぬ事は生きなかったのと同じだと見なされ
たから、と注釈者は言う。子を産む事によって初
めて一人前と認められることを女性の運命とする
社会がいかに多い事か！　さらに読んでみて唖然
とするのは動物のようにいけにえにされるという
その最期について細かい描写が全く無いというこ
とである。一人子をいけにえに捧げるという同じ
テーマをもつイサクの物語（創世記22章）の綿密
な描写とはなんと言う違いであろうか。「父は誓っ
た誓願の通りに彼女に行なった。」これだけである。
山羊かなにかを用意して間一髪のところでイサク
を救ったイスラエルの神も、この娘に関しては沈
黙している。そして彼女は短い一生を終える。
　イフィゲニアについては、いわゆる三大悲劇作
家のうちエウリピデスが二つの作品で取り上げて
いる。彼女はアガメムノンとクリュタイムネスト
ラの長女でちゃんと名前も持っている。しかし気
の毒な事にかけてはエフタの娘にひけをとらない。
つまり妻を寝取られた男メネラウスの面子のため
にトロイアを攻めようとするギリシャ軍がエーゲ
海を渡ろうとした時、折悪しく暴風が続いたので
神々をなだめるために入身御供として焼き殺され
るのである。星川清香著の「エピタフ」はこの悲
惨な事件を母クリュタイムネストラの回想の形で
歌い．ヒげる。娘を港まで呼び寄せる為に、父アガ
メムノンがギリシャ軍の勇将アキレウスとの婚礼
を行なうからと嘘をついた、というのは新しい解
釈ではなく言い伝えの中にあるらしい。エウリピ
デスもこれを踏襲している。理不尽なことである
のは全く同じだが、その描写の仕方はエフタの娘
の場合とは大変な違いである。描写の仕方の点で
は、イフィゲニアのいけにえは、先にあげた聖書
の物語のなかでいえばはるかにイサクの場合に近
い。父アガメムノンの苦しみ、母クリ・ユタイムネ
ストラの驚きと怒り、何とか娘を逃れさせようと
する試み一そういえば創世紀ではイサクの母サ
ラはこの場面には姿も見せない一一が詳しく語ら
れ、そして最後に間一髪のところで代わりに捧げ
るべき獣が用意されるのもイサクの場合と同様で
ある。ただイフィゲニアの場合は女神アルテミス
がたちこめた雲の中から娘を遠くの島へ連れ去っ
てしまうので、クリュタイムネストラからすれば
娘の父親であり夫でもあるアガメムノンの野心と
面子のために我が娘を奪われたという事実は残り、
後の夫殺しの遠因が作られていく。横道にそれる
がアガメムノンの殺害と父の仇を討つエレクトラ
とオレステス姉弟の有名な物語、ギリシャ古典悲
劇の傑作中の傑作といわれる作品がいかに父の視
点から、家父長制を唯一のあるべき秩序とする立
場から書かれているか、読み直してみると驚くば
かりである。特に古典劇の代表作ともいえるソ
フォクレスの「エレクトラ」の場合など完全に価
値の一元化が出来上がっている事を感じさせる。
ユングが、女性が真の統合に向けて一歩を踏み出
すと、これまでの文化の全歴史が敵対するものと
して目の前に立ち現われるという意味の事を言っ
ているのもうなずける思いである。
　それはそれとしてエフタの娘の話を読んだ後の
暗然とした気持ちのなかでは、遙か時代を隔てて
ゲーテがイフィゲニアを題材に美しい詩劇を書い
ているのをみて一これはこれで喜んでばかりも
いられない別の問題を持っているが一→まっとす
る思いもあったことは否めない。その一方で嘆か
れる事も惜しまれる事もなく獣のように殺され、
歴史の中で見直される事もなかったエフタの娘
（もちろん象徴的存在として）の哀れさも心に迫
る。だが本当は嘆く者達はいたのである。彼女は
殺される前ニヵ月間「女友だちと山々を行きめぐっ
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て」身の不幸を嘆いたし、死んでからはエルサレ
ムの娘達が年に四日追悼の儀を行ないこれがイス
ラエルの慣わしとなったとも書かれている。だが
その慣わしもやがてすたれ、聖書の勉強をしても
こんなマイナーな話は取り上げられる事もないの
が普通である。今、女性が自らの目で聖書を読み
始めたなかでようやくエフタの娘をはじめ多くの
歴史のなかに埋もれていた女性達が（旧約聖書の
なかには目も当てられない無残な話がたくさんあ
るのだが）よみがえってくる。元気の出る話とい
うわけにはいかないけれど、読み直して哀悼の意
を捧げることもシスターフッドの絆を結ぶ一つの
試みとなるように思う。
女と国家
　　　一観念による祝言一
A『古事記』（3）
河　野　信　子
若い女　「天地の初めて発けし時……」にまたこ
だわらせてくださいませ。天地創造にかかわる部
分が、たった三行ばかり。せっかく三人も生まれ
ながら、すこしおかしいのではありませんか。「旧
約聖書』は、もうすこし、独りで、色々やってい
ますのに。まずはじめに、光と闇を分けたりして。
老婆　学者先生がたは、この部分をとても気にな
さいますようです。これは、民族の思想としては、
ずっと後れて入って来たものだとか。とりょうに
よっては、稗田阿礼に天と地をわかつ観念になじ
まぬものがあって、ぶすっとあっさり、語ったと
いうことにもなります。海をみていると、天と地
は、混り合っていくように思えるではございませ
んか。
若い女　あら、私も、天と地といった考えは、あ
まりございません。なにしろ地球という球に乗っ
て、急速に飛んでいる気分ですので。球の中心に
より近いところ、より遠いところなら、話はわか
りますが。月を見てても、　「あいつが引っぱるか
ら」この水がむこうへいっちゃった。などと考え
たりして。天とは何でしょう。太陽系惑星にとっ
ては、限りなく太陽に近づく空間のことですか。
それとも「宇宙」。地は天にふくまれるが、天は
地にふくまれない。などと、いってからでないと、
何事もすすまないところがありますので。
老婆　宇宙物理フィードバックですか。宇宙人な
らともかくとして、稗田阿礼が、あなた様と同じ
感覚を持っていたから、天と地の分れについて、
あまり乗り気でなかったといい切るわけにもいき
ません。ただ、水を根源とみるならば、この分ち
がたさが誘い出した観念と見ることもできるので
はございませんか。
　海に囲まれた小島に住んでいるとしますと、太
陽に照りつけられた南の国の水面は、くっきりと
した水平線を描くよりは、海と空の境い目は入り
まじっていますもの。この時代の記憶になじまな
いので、ぶすっとしていたとか。おまけに、何を
したのかさっぱりわからず、ただ生まれただけで、
「独り神と成りまして、身を隠したまひき」と片
づけられています。
若い女　生物の原記憶は、案外馬鹿にならぬよう
な刷りこまれかたをしています。たとえば、渡り
鳥・回遊魚などの旅について、人は「なぜ」と聞
くことはできないわけです。ようやく、「どのよ
うに」と言いはじめたところでしょう。人にも原
記憶があってもおかしくはないわけです。
老婆　南の島ぐらいにしておいてくださいませ。
とほうもない、銀河系宇宙からの記憶など、観念
の詩としても、私の手にあまります。それよりも、
この民族、土着系か外来系かここのあたりでは、
きめるわけにはまいりませんが、1が始源ではな
く、2が始源である民族ではなかったでしょうか。
そこへ無理に天骨御中主の神を押しつけられた。
だからいそいで、高御産巣日神と神産巣日子を加
えて、3としたのでは。いっぽうでは、高御産巣
日は天孫系（考えようによっては移住王族一
はじめから王族となるためにやってきた）、神門
巣日は出雲系といわれていますが。
若い女　3にすることで、1の介入を消すことも
できます。はじめの1は比例中項とならざるを得
なくなってしまって、媒介者となって消滅するか、
変成を助けるか、となるのでありましょう。あるい
は非対称的相補性をつくるための、破れをうなが
す役割となりますか。この3もまた共死の様相を
呈します。
　　　　　　　　　　　　　　　　（以ド次号）
ある朝、突然に：
新　井　れい子
1988年1月29口午前7時30分頃、起床した
一3一
ばかりの私は洗面所で歯をみがいていた。玄関の
方で人声がするので、こんな早朝に誰が来たのか
と聞き耳を立てていると、「泉水博？なんのこと
ですか」と夫が言っている。私ははっとして急い
で玄関に行ってみた。五人の男たちが立っていて、
警察のものだと言う。一人が夫になにか書状を見
せている。（家宅捜索令状だった。）私に「新井
れい子さんですね。Aさんを知っていますね」と
私の友人の名を言ったので、「はい、知っていま
すけど」と答えると、すぐ五人はどかどかと上り
こんできた。なにを言う間もなかった。
　昨年の11月、中東にいると思われていた日本赤
軍の最高幹部丸岡修が日本に潜入していて逮捕さ
れたというニュースを聞いたときは、驚いただけ
で、まさか自分に関係してくるとは夢にも思わな
かった。丸岡逮捕後の捜査結果から、やはり日本
赤軍のメンバー泉水博もマニラに潜伏中であるこ
とがっきとめられたが、泉水はいちはやく逃亡し
たらしい。彼等が日本をはじめ東南アジア諸国に
アデフという支援組織づくりを行っていると見た
警視庁公安部は、12月末全国一斉に数10ヵ所の家
宅捜索を行った。その中にAさん宅も含まれてい
て、住所録や手紙類を押収された中に私の手紙も
数通あったのだった。そのときAさんからすぐ連
絡があったのだが、手紙の内容は政治運動などと
は関係ない個人的なものだから、まさか私のとこ
ろまで来るはずがないと楽観していたのだった。
　なにしろ今まで警察のご厄介になったことなど
なく、家宅捜索なんてもちろん初めてのことなの
で、どうしていいかわからず混乱しているうちに、
警官たちは、1人は夫と居間に残り、4人が私の
部屋に入って、「奥さん立ち合って見ていて下さ
い」と言う。私はやっと、私にも令状見せて下さ
い、と言った。「被疑者泉水博、罪名旅券法違反」
となっていて、裁判官の署名捺印がしてある。「泉
水博なんて、最近新聞やテレビで初めて名前を
知ったばかりなのに、どうして私のところに」と
言いかけると、話はあとで聞きますからと言って、
書棚や抽き出しの中を調べ始めた。ノートや家計
簿のページをめくって見、ハンドバッグまで開け
て、手帳や住所録をめくって見た。父の遺品をし
まってある箱を開けて調べようとするので、それ
は父の遺品だから触らないで、と言うと、あっさ
り手を引っこめた。手をつけないところも大分残
して、思ったより簡単に捜索は打ち切られ、押収
したものは、「キタコブシ」（東アジア反日武装
戦線の死刑確定囚大道寺将司と彼の支援者との通
信機関紙）1部、　「サアード」（中東で医療ボラ
ンティア活動をしている医師信原孝子さんを支え
る会の機関紙）1部、「武蔵野野の会」（生き方と
くらしを考える会）のパンフレット1部の3点
だった。「サアード」を誰からもらったかと聞か
れたが、覚えていないのでその通り答えた。こん
なパンフは街頭ででも、なにかの集会のときにで
も、自由に配られる類いのものである。
　押収品目録交付書というのを手渡され、居間に
戻って調書をとられた。私の生年月日、出生地、
小説を書いていること、ペンネームまで事前に調
べてあったようで、確認したあと職業欄には主婦
ではなく著述業と書かれた。Aさんと知り合った
いきさつ、大道寺将司に差し入れやカンパをした
かなどを聞かれたので、ありのままを以下のよう
に述べた。
　「Aさんとは1昨年の10月、私が入っていた宮
沢賢治読書会が主催した反核映画「ホピの予言」
の上映会に彼女がゲストとして招かれたときに知
り合った。やはり宮治賢治の愛読者である彼女の
話に感銘を受け、その人間的魅力にもひきつけら
れて、以来友達になった。その後、彼女が大道寺
将司とつながりがあることを知り驚いたが、私の
持ち前のもの書きとしての好奇心と探究心から、
それまで無法なテロリストとしての認識しかな
かった彼等のことをあらためてよく知りたいと思
い、彼の獄中書簡集を読み、「キタコブシ」を定
期購読し、死刑廃止の集会にも出てみたりした。
彼が、爆弾魔のイメージとはうらはらの、小さな
生きものの命もいとおしむナイーブな感性の持ち
主であることも知ったが、だからといって、彼等
の犯した過ちを容認するものではない。差し入れ
もカンパもしたことないが、キタコブシの誌代は
送っている等。」
　調書に私の署名捺印をさせると、一行は9時30
分頃引き上げて行った。まだ頭の整理がつかない
まま、押収品目録交付書をもう一度よく見てみる
と、宛名が新井○○殿と夫の名前になっているで
はないか。夫はこれらのパンフ類を見たこともな
く、私の部屋にあったことさえ知らないのである。
夫は今までどんな市民運動にも関わったことのな
い、およそ保守的常識的な普通の市民である。な
ぜ無関係の夫の名になっているのか。私は経済的
には夫に依存していても、精神的には自立してい
るつもりだから、自分の言動には自分で責任をも
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つ覚悟がある。だけど、家宅捜索ということにな
ると、世帯主である夫の名で行われるのである。
新井○男方において下記目録のものを押収したと
なっていて、新井れい子という個人の存在は出て
こない。家庭という単位までやはり男社会なのだ
ろうか、とあらためて考えさせられた。
　数日経って、少し落着き、あちこちから情報も
入ってきて、全体の情況判断がまとまると、あら
ためて怒りがこみあげてきた。今回の赤軍がらみ
のガサ（家宅捜索）は全国で200カ所以上におよ
び、東アジア反日武装戦線の支援組織関連、その
人脈の解明が主体だったらしいが（丸岡等が日本
に潜入した目的の一つが、獄中の大道寺らの奪還
にあったのではないかと見て）、死刑廃止、反原
発、女性解放、フィリピン問題、無農薬運動など、
党派とは無関係に草の心的な市民運動をしている
ごく普通の市民にまで裾野を広げている。これは
あきらかに、赤軍を口実にした不当ないやがらせ、
市民運動つぶしではないか。憲法で保障された国
民の権利、言論、集会の自由の権利を侵害するも
のではないか。友人との交流は個人の精神的な財
産であり、警察権力の介入など許されないはずの
ものである。
　私がやった程度のことで家宅捜索されるのだっ
たら、友達づきあいもできない、集会にも出られ
ない、取材活動もできない、なにも言えないとい
うことになるではないか。当局はまさにその萎縮
効果を狙っているのだろうが。私がガサに入られ
たという話を聞いた友人たちは一様にえ一つと驚
き、ある人は「あなたが過激派がらみのガサ、
わっはっは、これは意外性の面白さ」と笑ったあ
とで、「う～ん、これは戦前の暗い時代に逆行し
そうな危機感を覚えるね」と言った。
　1月29日のガサのグループを代表して、作家の
松下竜一氏が抗議の記者会見をし、16人が令状の
取り消し、押収品の返還を求めて準抗告をした。
（押収品はその直前に返還された）。1ヵ月ほど
して全員に棄却の通達がきたが、その理由が「既
に発行された許可状に基づいて差押処分が完了し
ているから、取り消しを求める申し立てば不適法
である」というまことに一方的高圧的な文章で、
腹が立つ前に呆気にとられてしまった。
　ある朝、突然に、ガサがやってきた、という思
いがけないショッキングな体験だったが、警察権
力の実態というものに触れ、今まで知らなかった
ことをいろいろ勉強させられた貴重な体験でも
あった。
神谷美恵子と千葉敦子の
　　　　フェミニズム
フェミニズムの限界と展望豆
中　村　苑　子
　前回私はフェミニズムの共通因子として「男も
女も人間として同じ個と主体性をもつ」と書いた。
しかしこの基本的了解事項において既に理解の仕
方が違うのではないか。一方では人間の社会に対
して、それ故に女も男も同じ機会を与えられれば
能力を発揮し得るし生々とした生を味わうことが
できると志す。この場合の標的は男または男社会
の意図的、無意識的な女に対する閉鎖性、度量の
狭さとなる。エネルギッシュに自分の能力を発揮
してきた千葉さんが神谷さんの日記を読んで、「こ
んなに苦しんで仕事をしている妻に弁当をつくら
せ続けてきた夫を許せない」と怒りの矛先を神谷
さんの夫に向けているのも「個と主体性」をその
様に考えるならもっともなことだ。
　このフェミニズムが目指す自立志向は近代以降
の人間が歩んできた方向と重なっている。人間は
自らの力に亡んで科学と技術を発達させることに
よって自然を支配しようとし、そのパワーでもっ
ていわば神からの自立を目指してきた。これと同
じように自力で自らを築き上げてきた千葉さんは
彼女の癌に対して、「世界一の癌専門病院で治療
を受け、なお外部の医師にもセカンド、サード・
オビ。ニオンを聞いている。私がかかっているタイ
プの乳癌に関しては最：新の情報を含め、世界中の
論文である水準以上のものには全部目を通してい
る」（死への準備日記p．34）。それ程自立的な彼
女は「非科学的、非論理的なことをいう人には我
慢ができない」と記している。これから察すると
何より人間の自立の証しとしての科学に自分の命
を託しそれに賭けたことが分る。それ故に彼岸よ
りも死ぬまでどう生きるかの方にずっと関心をも
ち、最後まで己のフ。ライドを保ち人間の側からの
生のみを見つづけた。その徹底した自立志向には
目を見張らせるものがある。
　さて神谷さんは生きがいについて多くを語り書
いた人だが、話が全く思いがけない受けとめ方を
されるのに嘆いている。「要するに生きがいとは
自分の才能を伸ばし、自分の好きな道を行くこと
一5一
なのですねと念を押されたときにはいちばん驚い
た。筆者の念頭にあったのは、たとえば哲学者の
道を歩みたくても歩めなかったマルクス・アウレ
　　　　　　　　　リウスやらいのような病気のために社会からも家
族からもひき離されている人たち一一要するに失
意落胆の状況にある人でも生きがいを見い出すこ
とができるが、それはどういうことかという問い
ばかりだった」（著作集6p．226）
　千葉さんにとって生きがいとはまさに自分の才
能を伸ばし自分の好きな道を行くことだったであ
ろう。彼女の理解したフェミニズムもそうであっ
たが故に神谷さん程の才能をもった人が好きな道
にどんどん進んでいけないことに歯がゆい思いを
したのだろう。このことを神谷さんが聞いていた
なら、その一方的な理解に当惑して口をつぐんだ
のではないかと私は思ってしまう。確かに神谷さ
んは自分の専門職をもち、したいことをしっかり
もっていたが、結婚後夫と子供を生かす為にした
いことをある程度犠牲にしてきたが、そのことに
対して決して夫をうらむことも、子供をうとんじ
ることもなかった。神谷さんにとって自分が生き
るということ自体が人を生かすということと一体
となっていた。医学を志したのもこんなにひどい
病気が世にあることに打ちのめされ、そこに働く
献身的な医師・看護婦の姿に感動し魅せられた為
であった。魅せられたる魂とはそういうことでは
ないだろうか。彼女がしたがったことは男社会の
土俵に立ってパワーをつけることではなくて、基
本的に他の為に生きることではなかったか。それ
故に夫を生かし、子供を生かすことを優先させ、
愛生園の人達の生を支えることに自ら生きること
を重ね合せ、心を病む人に近づきそして更には人
間を超えた存在とのかかわりへと羅針盤の針のよ
うに彼女の主体と個を向けて生きた人だ。そして
夫、子供、愛生園の人達、つまり私ではない者に
よって生かされていると自覚していた人だ。彼女
は愛生園について「一つも何もしてあげることは
できなかった、ただ私が与えられたと思っている」
と語っている（同p．280）。夫神谷宣郎は妻のこ
とを「彼女の一生は常に人間を超えたものに対す
る信頼と礼賛で貫かれていた。最後までこの世の
自然の美しさに対する観照と人の心の愛に生きよ
うとした」（著作集別巻p．193）と述べている。
彼女の中にこの他立の志向を見ずして自立の志向
のみを見て本当に彼女を理解することができるだ
ろうか。
　という訳で最初に書いた「人間として同じ個と
主体性をもつ」ことの他方の立場は「人聞を超え
るものを前にして」男も女も同じ個と主体性をも
つことを志すことになる。それには社会的なパワ
ーも成功も何の尺度にもなり得ない。神谷さんは
「そもそも人間は社会的に役立たなければ生きて
いる意義がないのであろうか」と問うている（著
作集6p．219）。私達の「フェミニズム、宗教、平
和の会」はこのことを忘れてはいけないと思う。
　人間の過度の自立志向によってイニシアティブ
を取り過ぎた結果、地球の危機が叫ばれている現
代にあって、人間を他からの自立によってパワー
を獲得していくものと考え、女もその権利を求め
ていくという「自立」の記号でフェミニズムを考
えるのか、それとも与えられた存在として認識す
ることによって共同の責任を荷い、時空を超えた
希望へと向う「他立」の記号でフェミニズムを考
えていくかで道は大きく違ってくる。後者の場合
その標的は男社会の閉鎖性ではなく、その土俵そ
のもので、そこでのパワーポリティクスこそを問
わなければならない。男の土俵にどれ程女が乗り
出してもたいして世界は変らないのではないか。
たとえ女が支配する存在になったとしても家婦長
的家父長制になるだけではないだろうか。女がい
かなるパワーをもってしてもこのパワーポリティ
クスを崩すことができないのは武力で武力を押え
ることができないという原則と合い通ずるのでは
ないか。もちろん差別は告発し続けなければなら
ないが、それがキャリアというパワーの為のフェ
ミニズムなら私達はそれを超えていかなければな
らない。私達は人間をこれまでとはちがう見方で
見直そうという視点を訴えることによってフェミ
ニズムを深めて行かなければならないと思う。
M・エンデに聞く
服　部　加江子
　私は迷う。衣食住の問題は大きい。しかし、働
くこと」だけでなく、日常生活全般に居心地悪さ
を感じる。一つの安心をも与えない。心を枯渇さ
せるものがある。世の中全体が考え直しを迫られ
ている。経済、政治、女と男、家庭、生命、精神
的支柱、分裂した世界や心の再統一、使命や愛の
問題……。
　この複雑な難問を解く手がかりは、とても一つ
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所では得られない。大雑把に言えば、私は禅に
よって世界の見方を転換させられたが、この世の
底知れなさに足をとられて身動きできなくなって、
もがき苦しんだ時期が久しい。自分の中にこう生
きようとする個々の事柄が崩れて行った後、「で
は、私はどう生きたら良いか」が、最大の関心事
となった。
　M・エンデは、ふとした機会に知った。禅に一
脈通じるものをもちつつ、語られる世界が広い。
以上挙げた問題に全て関わってくる。基本問題か
ら応用編に移ったようで嬉しくなってしまう。東
洋的見方だけでいいのか？　西洋は確実に地盤を
固めて行ってくれる。人間性の解明は多岐にわた
る。愛さえ豊かである。
　以下、M・エンデの考え方を追求しよう。（私
なりの解釈で。1985．7．22子安美知子氏との対談
「エンデと語る』を中心にして）
　科学技術進歩の信仰、マルクスの社会主義によ
る理想郷、どちらも矛盾が明らかになったが、新
しいポジティブなユートピアは、まだない。資本
主義体制もマルクス主義体制も本質は同じで、資
本主義である。これはお金や物質信仰、経済に
偏っていることをいう。
　自然科学に顕著な合理主義（因果論的）、数量
思考、目に見える世界だけを問題にする仕方を全
般に押し広げてくることによって、質（道徳的価
値、美的価値）が見落とされ、精神や文化を卑小
にして行く。今の経済機構を根本的に変えない限
り、本当の文化にならないと。質とは、資源を浪
費しないことでもある。経済の悪魔的循環が、一
方で人々を飢えさせているとも。
　「自分の人生がこの世でひとつの意味をもち、
全体は大きな意味でつながっている」
　　　　　　　　この実現が質の実践である。（「オリーブの森
で語りあう』）　社会改革の基本は、人間一人一
人の内側からの変容である。精神生活つまり新し
い意識を創造する試みである。（これは、禅の己
事究明に匹敵。つまり自己を解放すること）
　「はてしない物語』は、自己意識の変化の本で
ある。内界と外界は別物ではないという点が注目
される。内面の声ばかり聞こうとしても、何も得
られない、迷宮にはいりこむばかりというのは、
私にとっての自戒の言葉である。外ばかり目を奪
われても同じで、内は外、外は内である。（私見、
しかし、この統一は意外と難しい。心がどっちか
に片寄せられやすいからである。）
　「人間以外のほかの力」に関して。
　因果論的世界観は、現実を閉じこめ、がんじが
らめにしてしまう。創造性を奪い去る。夢（私の
考える生命力）をなくす。昔の神秘思想家たちの
ひらめき、天才、神的なものの大切さを述べ、現
代は、人類全体が自由を奪われて、攻撃的になっ
ていると指摘。
　（なる程そうだと私は思う。単なる神秘という
のではなく、真実世界の測りがたさ、大きさこそ、
私たちを救ってくれる。しかし、不思議の感だけ
でなく、足を踏みはずす危険がある。本当に「こ
れだ」という確信は、事実によって確かめ、信を
深めていく以外ない。）
　夢は、パトスへの欲求、危険に挑戦したいとい
う情念、冒険心と置き換えられる。これは因果の
鎖を断ち切るところにある。失敗を恐れないと共
に、失敗こそ無限の意味をもち、自分のなかの力
を認識することにもなる。これは現代教育批判で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ある。試行錯誤は、無茶苦茶になされるのでなく、
一つの意味あるつながりが必要であるとも言う
（「責任」や「成就」とも通じる）。
　「いったい、この世に、生きたもの、魂をもつ
ものについて何かを教えてくれる「学問』はない
のだろうか」
　現代では、新しい精神性の知覚は、病的視され
る。大昔の人間には誰にもあった力に再びめざめ
る必要がある。これには見ようとする「意志」が
必要。先祖返りをするというのでなく、シュタイ
ナーの言うように自我の自覚をもってなすべきで
ある。この誰にもあった力は、自然との魂の語ら
いである。自分（人間）を切り離して考えず、木
木や植物との霊的交流ができていたのである。
　このことは「芸術」の意味とも重なる。音楽や
絵画、言葉（文学）の課題は、「治癒」の働きで
あって、解釈や自己主張はいらないと’言っている。
（後の方の正否はともかく、「治癒」という、理
由なしに包みこんでくれる場は必要である。）
　エンデは「モラル」についても言及する。
　モラルとは直観であり、直観とは明々一々たる
体験のことだと言う。これは、瞬時に決断し、行
為することであり、次の瞬間には、もう以前とは
同じでない。（茶道の一期一こ口相当する）
　モラルは創造である。記憶した意識が、無意識
の深みで、すっかり変容し、「忘れた」時、豊か
な人格を作ってくれ、それが創造をなしてくれる
との話は、自意識に捉われやすい現代人にとって
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の処方箋である。
　以上、「エデンと語る」を中心に、その人の思
想を自分なりに探究したが、「モモ」の「時間の
花」や、意識の変容や社会的な問題、愛の問題な
ど触れることが余りできなかった。しかし、これ
らは皆一つにつながっている。多即一である。
　エンデに影響を与えた人と作品として、荘子
「胡蝶の夢』、シュタイナー「自由の哲学」、オ
ィゲン・ヘリゲル「弓道における禅」があり、そ
の他、シラー、ゲーテ、グリム、ノヴァーリス、
ピカソ、ドストエフスキー、カフカ、ボルヘスな
どで、シュタイナーの影響は根幹をなしているよ
うだが、どんな場合も、自分のものにしてしまっ
ていることである。
　自由な行動は、ここから生じると思う。
面一大地一宇宙　（3）
鶴　岡 岬
　前号で「男と女には、体（先天的な相違）と環
境（後天的な相違）も重なるので、〈制約と可能
性〉の両面において生き方の違いが生ぜざるを得
ない」ということを書きましたが、そのことが男
は仕事、女は家庭というような〈役割の固定化〉
に連がるものではないということを、ここで改め
て確認しておきたいと思います。
　仏教の根本にく無〉、あるいはく空〉の思想が
あります。簡単にいえば、私達はく有る〉と信じて
ているこの眼前の物質や現象を、けしてあるがま
まに見ているわけではなく、私達の意識や経験や
言葉を通して、いわば私固有の意識一スクリーン
に投影されたイメ・・一一ジとしてのく物質〉やく現
象〉を見ているのだということがいえましょう。
そのことがく目に見たとうりの〉実体が無いとか、
空とか表現されるわけです。〈無我〉ということ
も、よく誤解されるように私がない一無私という
ことではなく、〈私〉という固定した実体がある
わけでなく、時々刻々に人間は変化しっっある、
ということと思われます。しかし間断なく変化す
るといっても無法則に変わるのでなく、その人な
りの法則（因一丸、縁）に従って変化していきま
す。そこに他と掛け替えのない人格も生まれ、運
命的なものもあると思われます。私達の行為（業）
がこの因果、縁起の法則を通して、いわば無数の
回路の内から、現在、未来における〈私〉のく在
り方〉を選択一決定してゆくと考えられます。過
去一現在一三来と時制に沿って視点を広げれば、
女や男に生まれつくというのもそのような法則の
内にあると思われます。
　極論すれば女（男）ということも、〈私〉とい
う人格もいわば〈因〉によって導き出されたく結
果〉的なものであるように思われます。しかし
〈結果〉と言いきれないのは、このく私〉とは未
来に向けて変化し続けているく現在進行形〉の存
在ですから、結果よりはむしろく条件〉的なもの
といったほうがいいような気がします。女とは、
女としての肉体を持つものとしての制約と可能性
を持ち、併せて女という性を持つものに与えられ
る社会的な制約と可能性によって何重にも条件付
けられている存在です。しかし人間を条件付ける
因子は〈性〉に限らず無数に存在します。どのよ
うな父母を持ったか（遺伝形質を承けついだか）
によって肉体的、精神的な素質、能力が決定され、
（父母から引き継いだ）社会的な地位、環境もそ
の素質を生かし、あるいは殺すものともなります。
どのような国にどのような人種として生まれるか
も大きな問題でしょう。それら網の目のような条
件付けを受けて、私もあなたもくこのような存
在〉としてこの瞬間に存在しているのです。本来
一っの根源的な生命から出た存在である私とあな
たを〈自一他〉として分断しているのが、この肉
体と、その肉体に付随して起こる意識と環境の違
いというふうに了解したいと思います。そのよう
なく自他の相違〉を形造っている領域を、シモー
ヌ・ヴェイユの言葉を借りて〈相対的人格の領
域〉と、共有部分を〈絶対的人格の領域、ヴェイ
ユの言葉では（聖格一サクレ）〉と重ねて考えて
みるのは無理でしょうか。〈聖格（サクレ）〉は
仏救でいうところのく仏性〉と同じといえないま
でも共通するところがあるように思います。キリ
スト教には伝統的に〈霊肉二元〉の考え方がある
ようですが、この〈領域〉という言葉の使い方は
霊、肉の分離よりはもっと相互的な関係、我田引
水かもしれませんが、仏教的な人間の捉え方に近
いような気がしますが、ヴェイユ研究者の丸いか
がでしょうか。
　いずれにせよ、性はく私〉という個を形成する
無数の因子一条件の一つにすぎませんから、個に
とって決定的な要件とはなり得ないと思われます。
あるいは性的な条件が、圧倒的に個を規制し支配
する例もあるでしょうが、そうでない個体もある
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ことでしょう。〈普通一正常〉とく異常〉の境界
はどこにあるでしょうか。またそのくものさし〉
が現在は正しいとしたところで、将来も絶対不変
という保証はあるのでしょうか。過去の人々が
思っていたほどに、男女の性差というものが整然
とした区分でないことを現代の私達は知りつつあ
ります。性別内での個人差を無視し、ただ男、女
という機械的な区分に押し込め、先入観や固定的
な役割からの逸脱を許さないというのは、条件の
一つにすぎないものを誇大化し、絶対化する誤り
を犯すことではないでしょうか。
　いま機械文明の発達によって私達の環境は急速
に変わりっっあります。もともと性別による環境
は時代、社会によって変化します。各人の意識、
固定観念を変えることによって環境は変わり、環
境によって人間の意識は変わります。仏教が霊肉
二元論をとらず、肉体一意識作用一環境が互いに
相まって個を形成し、個の特質が体験の質を左右
し、その結果としての経験がさらに個性を深めて
ゆく。それが人間である、としていることは仏教
の柔軟性を示していると共にtc古くて常に新しい｝1
仏教の普遍性を思わせます。
　けれどもどんなに意識、環境が解放されても生
物学的な機能の違いは残るでしょうし、また男女
が同じものになるのが究極の理想とも思えません。
繰り返しますが、違いがあるものが平等な関係を
開いてゆくためには、その違いを価値の違いにし
ないことが大切と思います。また仏教により男女
の平等を目指すといっても、本当の平等の状態が
これだというく望ましい男女像〉を示し、男（女）
はこうあれと促す、あるいは押しつけることは宗
教（仏教）のすることではない気がします。宗教
（仏教）の使命はそのような思い込み、固定観念
から人を解放してゆくことにあるのですから。し
かし現実の宗教の多くが、旧くさい既成道徳の受
け売り、追随に終始して自由な関係を生み出す力
を欠いているとしたら問題です。本当に教えに生
きる自由な精神なら、おのずと自分の生きる上で
の規範一生き方を自得してゆくもの、という気が
します。たとえば百人の人があって、百通りの道
徳一規範一善悪の基準をもってもいいのではない
かと考えます。それがその人の真実信ずる教えに
基づいて確立した規範であるなら。そうであるな
ら私の自由が他の自由を犯すことはないと信じま
す。一信じたい。
　それは宮沢賢治が〔業の花びら（異稿）〕で
　　　ああ誰か来てわたくしに言へ
　　　億の巨匠が並んで生れ
　　　しかも互いに相犯さない
　　　明かるい世界はなからず来ると
と祈ったような世界でしょう。
　それが一人よがり、狂信であっては困ります。
〈共に教えに生き、共に教われてゆく〉者となる
という大乗精神が必要とされるゆえんでしょう。
しかし信仰においては多数だから正しいというこ
とはできません。集団にはまた集団の業というも
のがあります。精神的な風土とか民族性につなが
る問題です。要はその成員の一人一人が神（仏）
とどのような出会いをしているかの問題となると
思われます。宗教であるなら己の信ずる神（仏）
との間に、組織や仲介者や言語（教理）を置いて
間接的に神（仏）に会うのみでなく、神（仏）に
向かって一人立っ厳しい姿勢が必要となる時もあ
ると思われます。真剣に求めているなら応答は必
ずあるはずです。　　　　　　　　（以ード次号）
応答一「神谷美恵子と
　　　　　　千葉敦子」について
岩　田　澄　江
　Womanspir重t，M5で中村苑子さんの「私の「神
谷美恵子と千葉敦子」」を読んで、それに対する
応答を書くべく、ずっと考えてきた。まずは千葉
敦子のために、誤解と思われる点をとくことから
はじめたい。
　それは「時間泥棒」についてだが、エンデの
「モモ」に出てくる「時間泥棒」と同じことばを、
たまたま敦子が使っているからといって、内容ま
で同一視してはならないと思う。敦子はこのこと
ばを、米国女性が書いた時間管理に関する本
（Diana　Silcox，　Woman　Time）の読後感の中で
使っているのだが、この本のテーマは「習慣化し
ている雑事に使われる時間を見直すように奨めて
いる」（千葉敦子「ななめ読み日記」115頁）と
ころにある。そして敦子は次のように書いている。
「私の場合は、この本が指摘している大きな「時
間泥棒」とは無関係な生活をしている。まずTV
を持っていないこと。長電話をかけてくる家族や
友人を持たないこと。前ぶれもなく訪れる客がい
ないこと。だらだらと続く会議に出席する必要が
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ないこと等々。」（同上）。すぐこれに引続いて、
中村さんが引子された問題の箇所となる。すなわ
ち、「むろん、こういう時間をとられることがら
を意識的に避けてきたわけだが、私は、そういう
ライフスタイルこそが生活の質の問題を決定する
のだと考える。つまりムダな時間を使わないこと、
やりたくないことはできる限りやらないこと、そ
して好きなことをする時間をたっぷり尼っことが
本当のクォリティー・ライフなのだと思う。」（同
上）
　このように引用というものは、ある部分だけ切
りとって伝えると、著者の意図を充分にあらわす
ことができなくなる危険がある。エンデの言って
いる（例えば、年寄りのお母さんと話したり、イ
ンコの世話をしたり、車椅子の友達を訪ねたりの
時間）を削ることを敦子が善しとしているのでな
いことは、彼女が病院ボランティアをしていた一
例からも反論できるだろう。
　ただ彼女は日本女性には珍しく、はっきりもの
を言う人であり、そのため誤解を受けやすかった
らしいし、敵も多かったようだ。また、ガンの再
発のために、限られた生命の時間を見つめながら
の発言であるということも、忘れてはならない。
いわゆる雑事に、限られた貴重な下聞、体力をと
られたくない、という想いは強かっただろう。
　だが、「やりたくないこと」はできるだけせずに、
「好きなことをする時間」はたっぷりもつ、とい
うことを、これだけ明言すると、私たちの日本的
感情はなかなかそれを善しとすることはできず、
こんな利己的な考えにはついていけない、という
ことになる。けれども彼女の言う「やりたくない
こと」と「好きなこと」が、日本人の普通の基準
とは一寸ちがっていることも、著書を読んでみる
と解る。又、敦子の文章には、若い日本女性に対
して啓蒙的であろうとして、あえて誇張した表現
をとっているのではないかと思われることも多い。
　私が「神谷美恵子と千葉敦子」（Womanspirit，
Nα4）を書いた動機は、敦子が亡くなって、多く
の著書が話題になっていて、私もそれを何冊か読
んだからだった。中でも「ななめ読み日記」が美
恵子について書いていたので、敦子の美恵子に対
する関心に興味をもったのだが、その関心はある
意味で私の意表をつくものだった。私は美恵子の
宗教学などに大きな関心をもっているのだが、敦
子のそれは、先の文に記したように、もっと端的
に、「こんなに苦しんで仕事をしている妻に弁当
をつくらせ続けてきた夫を許せない」（この表現
も敦子らしくて、必要以上にきつい）（同書127頁）
というものだった。私は、さすが筋金入りフェミ
ニストンと思って、そういう目で美恵子の書いた
ものを改めて読んでみた、その結果があの一文だ
だった。
　敦子の美恵子に対する関心は、中村さんの美恵
子に対する関心とも異っているのは明らかだが、
いろいろな関心のよせ方があってよい。敦子は美
恵予の知内キャリアにまず興味をもったようだし、
そのためか「大変勉強平なのだが、何か現．起離れ
しているところがある」（同書20頁）と言って、
美恵子の精神的な面には、余り理解がおよばなが
かったように思われる。私の気づいた限りでの例
外は次のところだけだ。美恵子のエッセイ「バッ
ハの音楽」についてこう書いている。
　「私もバッハが好きだし、アルバート・シュヴァ
イツァーが、ジャングルの診療所で、ガタガタの
ピアノなのだが、それで毎日バッハを弾くことに
よって苦しみを克服したという話を知っている。
著者（美恵子）は彼のバッハ演奏を「礼拝」と呼
び「礼拝とは何もお経を読んだり祈疇の言葉を捧
げたりするに限ったことではない』と述べる。著
者28才のときの随筆である。」（同書40－41頁）
　腋田鶴子と千葉敦子の「いのちの手紙」（ちく
ま文庫、　「病いと闘う女性二人が交わし合った往
復書簡集」と帯に記されている）を読むと、敦子
の合理主義と鶴子の「たゆたい」（ec　f一自身のこ
とば）をもつ資質のちがいが、各所でくいちがい
を見せているのに気がつく。「「瞬間が永遠へつ
ながる」、または「永遠へ直通する」瞬間、とい
える体験をあなたはお持ちでいらっしゃいますか。」
という鶴子の敦子に対する問いは、中村さんの問
いと同質のものだと思う。
　結局人の資質はそれぞれ異っていて、ないもの
ねだりをしてみても仕方がない。私の閉炉に書い
た文は、してみれば、「宗教」を考えるこの会の
機関誌にはふさわしくないものだったのかもしれ
ない。「フェミニズム」の部分には適っていたに
しても。超越性を欠いた「志」は、いわゆる宗教
とは無縁のものなのか。人間のうちに「志」とい
う、ある種の火をもえたたす何かを、「うちなる
うながしの声」を、どう定義づけたらよいのだろ
う。
　更に付け加えるならば、仕事に対する熱い想い
と、「利己主義1との折合いをどうつけたらよい
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のか。男性については「仕事熱心」として賞賛さ
れることが、女性にとっては利己主義として鞭打
たれることが少なくない。敦fが住みよく感じた
米国においてよりも、日本においては特にそうで
ある。
　中村さんの言われる「人間を超えた存在」を知っ
ていたと思われる美恵子にしても、仕事にもっと
時間をさきたいのにさけない、という悩みは深刻
だった。他によいことばがないので「志」という
語を私は用いたのだが、やはり美恵子と敦子の間
には、「何ものかを創り出さねばならない」（美
恵子のことば）という志において、共通のものが
流れていたと思う。二人の資質、おかれた時代、
立場もずい分相違してはいる。にもかかわらず、
かつて女性には無いもののごとくされていた、「自
分の仕事を創造したい意欲」（これも美恵子のこ
とば）が、男性だけではなく女性にも存在するこ
とを、二人は身をもって実証した。
　敦子がすばらしい本や魂にふれながら、「自分
のクォリティー・ライフに執着したことが私には
解せない」と中村さんは書かれているが、クォリ
ティー・ライフとは日本語でいえば「質を重んず
る生活」であって、より大切なことに時間を使う
ために、自分の価値観から見て、余り大切でない
ことは捨てていくことである。なぜなら時間とは
生命そのものであるのだから。その意味では美恵
子も同じように選択しながら生きていった人であ
ることが、日記を読めばわかる。
　また、美恵子がハンセン病医療にかかわった、
という点で、利他主義において敦子と大いにちが
うではないかと反論されるかもしれないが、それ
は美恵子に与えられた課題であって、彼女には力
んだところは一つもない。例をあげれば、「生き
がいについて」の資料にするために、すなわち自
分の研究のために、患者に対して心ない質問を投
げかける自分を見つめてもいる。
　人はそれぞれに、ちがった個性とともに、ち
がったライフワークを与えられる。「死」が自分
の課題になるとは、発病前のジャーナリスト、敦
子の考えてもみないところだったのではないか。
そのように生涯の仕事は、その大小には一切かか
わりなく、回しれずそっと、その人の肩の上に、
いつのまにか置かれてしまうのかもしれない。こ
の会のあり方も、「志」の方向のちがいを云々す
るよりも、それぞれが与えられた異った課題を果
していく道程において、励ましあう仲間でありた
いと願うのは、あまりにきれいごとに過ぎるであ
ろうか。
私のフェミニズム理解
奥　田　暁　子
　3月末に東京で行ったシンポジュウムのさいに、
一つの問題が提起された。私はこの問題はこの会
のこれからのありかたにもかかわるものだと思う
ので、今回は「魔女狩り」を休載し、この問題に
ついて私の考えていることを述べてみたい。
　その前に、まず、シンポジュウムに参加されな
かった方々のために、当日の状況を簡単にお知ら
せしておこう。
　シンポジュウムは「元始、女性は太陽であった
た？？」（副題として、日本女性の精神の源流を深
る）というタイトルで行い、スピーカーに桜井満
（間代女性の霊力）、河野信子（占事記と女性）、
岡野治子（神道の虚像と実像）の3氏をお願いし
た。このようなテーマにしたのは、知っているよ
うで知らない古代の女性の湿性や位置を知ること
によって、欧米とは異る日本独自のフェミニズム
探求に向けて、ひとつの手がかりを得たいと思っ
たためである。しかし、神道や古代女性の霊性を
全面的に肯定するのではない、という私たちの気
持をこめて、タイトルの末尾に疑問符を付した。
　ところが、当日、講師の話のなかばで、主とし
て講師の人選に関して、関西から参加された大越
さん、源さんから、フェミニズムを否定するもの
であるとの激しい反発が示された。これはもちろ
ん、桜井氏に対する批判であったろう。たしかに
桜井氏はフェミニストではないし、話の内容も女
性の霊力を肯定的にとらえるという趣が強かった。
　桜井氏を講師にお願いしたのは、フェミニズム
の視点に立って、このような研究をしておられる
方を見つけられなかったのが一つの理由であるが、
私たちとしては、たとえ講師がフェミニストでは
なくとも、発言内容に関して異論や反論があれば、
それをぶつければよいのであって、人間そのもの
を否定する必要はないと考えたからである。そし
て、実際、桜井氏はとくに差別発言をされたわけ
ではないし、反論は受けて立つという態度を示さ
れたと思う。
　シンポジュウムは結局、不本意な結果に終った
が（その責任は主催した私たちにあるが）、この
一11一
出来事ははからずも私たちのフェミニズム理解の
違いを浮き彫りにした。そこでこのような違いは、
一つの会を存続させていくうえで、プラスに働く
のか（議論を活発にさせるという意味で）、それ
とも決定的な分裂の要素となるのか、このさい検
討してみなければならないと考えたのである。
　大越さんは、日本のフェミニズムが腰くだけにな
るのは、文化や性の抑圧状況に対して徹底的な批
判を欠いているからだと言われる（Womanspirit
第5号）。その指摘は正しいが、では、なぜ今ま
でそれができなかったのかを考えねばならない。
私は、その原因の一つは、日本のフェミニストが、
多くの場合、欧米のフェミニズムに依拠して、欧
米の歴史と現実の中から生み出された理論を鵜呑
みにし、日本の家父長制支配を撃つ有効な理論を
生み出す努力をしてこなかったからであると思う。
性別役割分業論もマルクス主義フェミニズム論も
輸入品であって、日本のフェミニストが生み出し
たものではない。
　そして、第二に、日本の家父長制支配が、「父
なる神」と2000年の神学の伝統を持つ西欧キリ
スト教国の場合と違って、はっきりそれとわかる
形で存在していないために、「敵」の姿をとらえ
るのが非常に難しいからである。日本の家父長制
支配というと、すぐに天皇制や儒教、仏教が持ち
出され、私たちもそれでなんとなくわかったよう
な気になってしまうが、本質的なことや、現実の
生活や意識との関連など、ほとんどわかっていな
いというのが実状ではないだろうか。明治以降の
天皇制はともかく、それ以前においては、天皇も
儒教も仏教も、日本人の精神形成になんの影響も
与えなかったという見方もあるくらいである（関
二野、「野蛮としてのイエ社会」）。
　混とんとした今日の日本のフェミニズム状況は
たしかにいらいらさせられるし、理論化を急ぐ人
びとがあせる気持もよくわかる。しかし、だから
といって、既成の価値観をすべて切り捨てるとい
うのでは、かつての新左翼運動と同じ間違いを冒
すことにならないだろうか。フェミニズムは、そ
のような硬直した姿勢を否定したところがら出発
したのではなかっただろうか。
　フェミニズムの解釈についても、そんなに狭く
考える必要はないと思う。私自身は、家父長制支
配を容認しない（ということは力の理論と力の構
造を否定することだ）という立場に立つかぎり、
共闘できると考えている。ラディカルかそうでな
いかはたいした違いではない。むしろ、重要なの
は、フェミニズムを一部のエリート女性のものに
してしまわないことだ。日本のフェミニズムが力
を持たないのは、上に述べた理由の他に、巾広い
層の女性たちを巻きこめていないからである。
　いま、神学の分野では、西欧の伝統的な神学が
影響力を失い、非西欧国で生まれた解放の神学や
民衆の神学が人びとの注目を集めつつあるが、こ
れらの神学が衝撃的な力を持つのは、その聖書解
釈が革新的であり、抑圧された多くの人びとに勇
気と希望を与えているからだ。そして、このよう
な解釈を可能にしたのは、神学者たちが、権力構
造の外側に立ち、貧しく、抑圧された民衆の苦難
を共有して、ともに闘ってきたためである。
　フェミニズムの場合も、もっと多くの女性たち
の共感を得られるような理論を確立したときに、
はじめて力強いものとなるだろう。それまでは、
試行錯誤をくり返しながら、日常に浸透している
家父長制支配をえぐり出す努力をつづけるしかな
い。「フェミニズム・宗教・平和の会」はそのた
めに存在するのだと私は理解している。このよう
な姿勢が改良主義的というのであれば、私たちは
別々の道を歩くしかないだろう。
あ　と　が　き
　次の方々が新しく会員となられました。
　杉勝利（京都市）、副直子（京都市）、山口は
な子（北九州市）、菅原曄子（福岡市）。
　今号にはフェミニズムやこの会についての意見
がいくつか集まりました。この会に対する思いは
それぞれに違うのかもしれませんが（フェミニズ
ムに対する思いが違うように）、一つの会である
からには、目ざす方向は同じでありたいと思いま
す。会員のみなさんの卒直なご意見を是非お寄せ
ください。
　シンポジュウムの報告書の発行が少し遅れるた
め（9月頃）、本号の発行がいつもより早くなり
ました。予定を変更しましたことおわびします。
　源淳子さんの住所変更に伴い、関西の連絡先が
変更となりましたのでご注意ください（新しい連
絡先は表紙記載の通りです）。
　1988年度会費未納の方は振込用紙を同封しま
すのでどうぞよろしくお願いいたします。（A．0．）
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